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研究成果の概要（和文）：知的障害のある人々（知的障害児・者）には、ワーキングメモリの弱さがあることが
指摘されている。ワーキングメモリは日常生活に大きく関わる認知機能であることから、知的障害児・者のワー
キングメモリがどのような特性を示すのかを理解することが重要である。本研究では、情報統合という観点か
ら、知的障害児・者のワーキングメモリ特性を明らかにすることを目的とした。特に、視覚・空間情報の統合と
視覚・聴覚情報の統合に関する2つの検討を行い、知的障害児・者のワーキングメモリにおける情報統合の特性
を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：It has been indicated that individuals with intellectual disabilities show 
weaknesses in working memory. Working memory plays an essential role in everyday tasks. Thus, it is 
important to understand working memory in individuals with intellectual disabilities. This study 
aimed to identify working memory characteristics in individuals with intellectual disabilities, 
focusing on binding of information. We examined visual-spatial and visual-auditory binding in 
working memory in individuals with intellectual disabilities. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、複数の種類の情報（視覚情報や空間情報、聴覚情報）を統合し保持することに関する、知的障害
児・者のワーキングメモリ特性を明らかにした。本研究により得られた知見は学術的に新奇性の高いものであ
り、知的障害児・者のワーキングメモリに関する理解を進めることに貢献するものと考えられる。また、本研究
成果は、特別支援教育における実践（教材開発や生活支援など）に有用な示唆を与えるものと考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 知的障害児・者における中核的な問題として、ワーキングメモリの障害が指摘されている。
ワーキングメモリとは、課題の遂行に必要となる情報を一時的に保持する能力であり、私たち
が日常生活を営む上で重要な認知機能である。知的障害児・者のワーキングメモリに関するこ
れまでの研究では、聴覚情報や視覚・空間情報に対する保持能力が知的障害児・者においてど
のように発達しているかを問題としていた。しかしながら、私たちが日常生活において適応す
るために重要なのは、聴覚情報等の単一属性に対する保持能力だけではなく、マルチモーダル
な情報を統合して保持する能力である。知的障害児・者のワーキングメモリを理解するために
は、ワーキングメモリにおける情報統合を理解することが必要であり、また、知的障害児・者
への有効な教育支援方法を検討するためにも重要な研究課題と言える。 

 

２．研究の目的 

本研究では、情報統合の観点から、知的障害児・者におけるワーキングメモリの特性を明ら
かにすることを目的とした。特に、(1) 視覚情報と空間情報の統合に関するワーキングメモリ
特性、および (2) 視覚情報と聴覚情報の統合に関するワーキングメモリ特性を検討した。 

 

３．研究の方法 

(1) 知的障害児・者および定型発達児を対象に、3 つのワーキングメモリ課題（視覚課題、空間
課題、統合課題）を実施した。両群は非言語性知能および性別で一致していた。これらの課題
では、ターゲット刺激として日常物を表す線画がマトリックス上のセルのいずれかに呈示され
た。視覚課題ではターゲット刺激の形を、空間課題ではターゲット刺激の位置を、統合課題で
はターゲット刺激の形と位置を覚え、テスト刺激の中から正しいものを選択することが求めら
れた。 

 

(2) 知的障害児・者を対象に、3 つの呈示条件（Unitized 条件、XM Color 条件、XM Shape 条件）
と 2 つの再認条件（Feature 条件、Binding 条件）の組合せからなる 6 つのワーキングメモリ課
題を実施した。これらの課題では、ターゲット刺激としてひらがなと色の組合せが呈示され、
その後に呈示されるプローブ刺激が先に呈示されたものに含まれていたかを判断することが求
められた。Unitized 条件では、着色されたひらがなが視覚的に呈示された。XM Color 条件では、
着色されていないひらがなが視覚的に呈示されると同時に、その組合せとなる色が聴覚的に呈
示された。XM Shape 条件では、色を示すパッチが視覚的に呈示されると同時に、ひらがなが
聴覚的に呈示された。Feature 条件では、ひらがな・色のいずれか一方がプローブ刺激として呈
示され、ターゲット刺激に含まれていたかをボタン押しによって回答することが求められた。
Binding 条件では、着色されたひらがなが呈示され、回答が求められた。 

 

４．研究成果 
(1) 知的障害児・者は定型発達児と比べて、視覚課題と統合課題において課題成績の低下を示
した。視覚課題の結果からは知的障害児・者における視覚情報の保持能力の弱さが示唆される
が、先行研究の結果と総合すると、日常物の形に対する言語的符号化の弱さにより、日常物の
形を保持することに困難が生じた可能性が考えられた。また、統合課題における課題成績の低
下により、知的障害児・者における視空間統合の弱さが示された。知的障害児・者は注意制御
に困難を示すことが知られており、視空間統合に関与する能動的なプロセスの弱さが背景にあ
ることが考えられた。一方で、空間課題において評価される、日常物の位置を保持する能力は
保たれていた。以上のことから、視空間統合を含む知的障害児・者の視空間性ワーキングメモ
リには、不均質な特性が見られることが明らかとなった。 

 

図 1. 視覚・空間・統合課題における課題成績 

 

 

 



(2) Binding 条件に注目すると、知的障害児・者はUnitized条件とXM Color条件およびXM Shape

条件の課題成績の間に顕著な差は見られなかった。したがって、知的障害児・者は個別に与え
られた視覚情報と聴覚情報の統合に困難を示さない可能性が示唆された。また、知的障害児・
者は Unitize 条件、XM Color 条件、XM Shape 条件のいずれにおいても、Feature 条件と Binding 

条件の間に課題成績の顕著な差を示さなかった。このことから、知的障害児・者のワーキング
メモリでは個々の情報が上手く統合されていると考えられた。以上の結果は、クロスモーダル
な情報を統合し保持するワーキングメモリの機能が知的障害児・者では比較的に保たれている
ことを示唆するものである。 

 

図 2. 各条件（3: 呈示 × 2: 再認）における課題成績 

 
以上の検討により、複数の情報を統合し保持する知的障害児・者のワーキングメモリの特性

に関する一定の理解が得られた。今後は本研究で得られた知見をもとに、さらなる理論的検討
を進めるとともに、得られた知見を実践につなげていくことが求められる。 
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